
 奈良まちづくりセンター 

  写真パネル展示 

「奈良町モノ語り 一町家に残されたくらしと文化」 
平成 29年(2017)1月 18日～24日  於：奈良町物語館 

公益社団法人 奈良まちづくりセンターは、平

成 28年度に文化庁の「文化遺産を活かした地

域活性化事業」の補助金を受けて「奈良町モノ

語り調査」を行っています。 

旧奈良町を構成するならまち・きたまち・京終

地区において、伝統的なくらしと文化を物語

る道具・器具等＝モノとして残された民俗文

化遺産を調査。 

データベースなどの記録として残すととも

に、それらにまつわる記憶の聞き取りによっ

て奈良町の伝統的な生活文化の魅力を発信す

るのが目的です。 

幸い松山家、萩原家、吉岡家のご賛同を得て、

家業としての町家の営みやくらし、戦争の記

憶などについて多数のモノを発掘することが

できました。 

奈良町の町家や町並み、行事、伝統工芸・産業

については、相当な蓄積がありますが、民俗文

化遺産については今回の調査が端緒を開いた

ものと考えています。 

今後とも調査を継続するとともに、見出され

たモノを保存・公開する場の実現を目指しま

す。 

展示例  谷井友三郎の足跡 

友楽座の上棟式 

（昭和 21年） 

奈良映画劇場の上棟式 

（昭和 24年） 
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